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Ⅰ：行事（予定） 

 ３月 ４日 定例理事会               於：医師会会議室 

    ５日 予防接種健康被害調査委員会       於：オンライン会議 

７日 郡市医師会災害医療担当理事連絡協議会  於：オンライン会議 

   １１日 浜松市がん検診事業検討会        於：浜松市保健所 

   １３日 西部地区郡市医師会長会         於：ｵｰｸﾗｱｸﾄｼﾃｨ浜松 

   １６日 肺がん精度管理研修会          於：ハイブリッド方式 

   １９日 郡市医師会長会             於：オンライン会議 

１９日 MC 推進者会合                 於：オンライン会議 

２６日 浜名区協議会（浜北分科会）       於：なゆた浜北 

２７日 胃がん精度管理研修会          於：ハイブリッド方式 

３０日 聖隷浜松病院 地域医療支援病院会議   於：聖隷浜松病院 

 ４月 １日 定例理事会               於：医師会会議室 
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Ⅱ：理事会報告 

 日 時  令和８年３月４日（水）午後 7 時 30 分～午後 9 時 45 分 

 場 所  医師会会議室 

 出席者  岸本 肇会長 杉本昌宏副会長 坂尾幸俊理事 大嶋正浩理事 俵原 敬理事 

廣 建志理事 近藤りえ子理事 池谷真苗監事  

 オブザーバー 髙倉英博県理事 

 

１．会長 あいさつ 

  定款第 37 条第 2 項の規定により岸本会長が招集し、岸本会長が議長となった。 

 

２．協議事項 

（１）B 会員の入会及び退会について、坂尾理事より説明があった。B 会員として田所クリニ

ックの松本力哉医師より入会の挨拶があった。5 月 7 日より、事業継承によりまつもと

腎泌尿器科クリニックとして開業する。 

また瀧健医師（浜松赤十字病院）から退会の届出があった。協議の結果了承した。 

 

◎松本力哉医師の履歴等は次のとおりである。 

＊下記を会報に掲載し、広く会員に公告する。意見のある会員は４月理事会（4 月 1 日

（水））までに申し出てもらう。 

[松本力哉 医師] 

本籍地 静岡県沼津市 

現住所 静岡県浜松市 

年 齢 満 48 歳 

医療機関の名称 田所クリニック 

学歴および職歴 

平成１４年 浜松医科大学医学部附属病院 

平成１６年 湖西市立病院 

平成１９年 浜松医科大学医学部附属病院 

平成２３年 磐田市立総合病院 

平成２７年 浜松医科大学医学部附属病院 

平成２８年 中東遠総合医療センター 

令和 ８年 田所クリニック 

 

 

 

松本力哉 先生 
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（２）浜松市高齢者福祉課 竹村課長から以下について説明があった。 

・市組織改正に伴う所管課の変更 

    別添のとおり、説明があった。 

・令和８年度 在宅医療・介護連携拠点事業 

 浜松市は令和８年度より在宅医療に必要な連携を担う拠点として位置づけられること

となった。 

   ・地域包括ケアシステム推進連絡会連携部会が作成している「身寄りのない人への支援

ガイドライン（案）」※支援者側のガイドライン 

    身寄りのない人（「天涯孤独の人」のみならず、家族や親族がいても支援が十分に得ら

れない人）が身元保証人がいないことで起こる、医療、金銭、住まいなどの課題に対し

ての支援方法などを記載したガイドライン（案）について説明があった。 

   ※ガイドラインについては３月中に浜松市 HP にアップされる予定。 

 

（３）就業規則等の改訂について、杉本副会長より説明があった。事務局職員の有給休暇の時

間単位の取得、定年を６０歳から６５歳（嘱託職員を６５歳から７０歳）に変更するこ

とについて、「就業規則」、「退職金規定」、「定年退職者再雇用（嘱託職員）就業規

則」、「パートタイマー就業規則」を修正し、さらに実態に合わせ、以下の点を修正し

た。 

・懲戒解雇を解雇に変更 

・職員からの申請や指示を会長から事務局に変更 

・出向、１８歳未満の職員、監視断続労働従事者等の不要な条文を削除 

   協議の結果了承した。 

 

（４）定点医療機関の見直しについて、岸本会長より説明があった。浜北地域の小児科定点医

療機関について以下のように変更することとした。 

R7 年度 R8 年度 

小松診療所 金城こどもクリニック 

協議の結果了承した。 
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（５）令和８年度 浜松地域産業保健センター健康相談窓口の出役（担当）について、坂尾理

事から説明があった。 

   時 間：13：30～15：00  

   場 所：浜北商工会 ２階 浜名区貴布祢 289 番地の 10 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 1 ２ ３ 

日 １  20 ３ １ ５ ２ ７ ４ ２ ６ ３ ３ 
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也 

 

河

合 
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尾
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大
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公

惠 

坂
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（６）浜松市地域ケア会議（浜北ケア会議・地域課題解決のためのケア会議）委員の推薦につ

いて、岸本会長から説明があった。 

名称 担当 

浜松市地域ケア会議（浜北ケア会議・地域課

題解決のためのケア会議）委員 
櫻町俊二 → 櫻町俊二 

（変更なし） 

（７）後援名義の使用許可について、岸本会長から説明があった。以下のとおり申請があり、

協議の結果了承した。 

① 後援名義 

日 程 ：2026 年 3 月 27 日（金）19:00～20:00 

申請者 ：総合病院聖隷三方原病院 

   演 題 ：「膵臓診療の現在地 ～早期診断から集学的治療まで～」 

講 師 ：総合病院聖隷三方原病院 消化器内科部長 多々内 暁光 先生 

会 場 ：WEB 会議室 

 

（８）議長・副議長の基準について、岸本会長から説明があった。協議の結果、原則 A 会員か

ら選出することとした。 

 

３．その他 

（１）令和 7 年度第２回 浜松市母子保健推進会議（R8.2.12）について、出張報告があった。 

（２）医師会活性化施策について、今後とも検討していくこととした。 

（３）３月１１日に開催される浜松市がん検診事業検討会の浜松市浜北医師会の方針について

理事会で意見交換を行った。 
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４．報告事項 

岸本 肇 会長 

  ２月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

     ５日 医師会と地区社協との連携研修会         ビラックス高薗 

    １２日 第３回医療政策勉強会              オンライン会議 

    １３日 産業医研修会                  医師会会議室 

    １７日 第３回西部地域医療協議会・地域医療構想調整会議 オンライン会議 

    １８日 勉強会「肺炎診療のポイント 

－日常診療での考え方－」        ハイブリッド方式 

    １９日 郡市医師会感染症対策担当理事連絡協議会     オンライン会議 

    ２１日 医療政策研究会                 オンライン会議 

    ２５日 医師信用組合理事会               県医師会館 

    ２７日 主治医意見書研修会               ハイブリッド方式 

  ３月 ３日 開放型病院に係る運営会議            浜松赤十字病院 

     ４日 定例理事会                   医師会会議室 

 

杉本 昌宏 副会長 

  ２月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

     ７日 浜松医科大学共同診療会議            浜松医科大学 

    １６日 在宅医療委員会・ 

浜松市介護支援専門員連絡協議会懇談会      浜松市医師会館 

    １９日 郡市医師会組織強化担当役員連絡協議会      オンライン会議 

    ２７日 主治医意見書研修会               ハイブリッド方式 

  ３月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

 

坂尾 幸俊 理事 

２月次収支報告 

  当月収入総額    ６２，０３５，５８６ 円 

  当月支出総額    ６２，０９９，６２３ 円   

    収支差額       －６４，０３７ 円 
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  ２月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

    １３日 産業医研修会                  医師会会議室 

  ３月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

 

櫻町 俊二 理事 

  ２月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

     ５日 医師会と地区社協との連携研修会         ビラックス高薗 

    ２７日 主治医意見書研修会               ハイブリッド方式 

  ３月 ４日 地域包括ケアシステム推進連絡会 

 ACP 部会作業チーム（冊子担当）会議      浜松市役所 

 

大嶋 正浩 理事 

  ２月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

  ３月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

 

 廣  建志 理事 

  ２月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

    １３日 産業医研修会                  医師会会議室 

    １８日 勉強会「肺炎診療のポイント 

－日常診療での考え方－」        ハイブリッド方式 

    ２７日 浜松市医療救護対策委員会            オンライン会議 

 ３月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

  

俵原 敬 理事 

 ３月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

 

 近藤 りえ子 理事 

  ２月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

 ３月 ４日 定例理事会                   医師会会議室 

 

次回会議の予定 定例理事会 令和８年４月１日（水） 午後 7 時 30 分 於：医師会会議室 

 

以上の議事を終了し、午後 9 時 45 分閉会した。 
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会務報告                                

内  容 会場・開催方式 出席者（敬称略） 

2 月 4 日 定例理事会 医師会会議室 理事、両監事、 

髙倉 

7 日 医師会と地区社協との連携研修会 ビラックス高薗 岸本、大村、櫻町、

大城、小林、 

佐藤（智）、清水、 

鈴鹿、山下 

9 日 浜松医科大学共同診療会議 浜松医科大学 杉本 

12 日 第３回医療政策勉強会 オンライン会議 岸本 

13 日 産業医研修会 医師会会議室 各会員 

17 日 第３回西部地域医療協議会・ 

地域医療構想調整会議 

オンライン方式 岸本 

18 日 勉強会「肺炎診療のポイント 

 －日常診療での考え方－」 

ハイブリッド方式 各会員 

19 日 郡市医師会感染症対策担当理事 

連絡協議会 

ハイブリッド方式 岸本 

19 日 郡市医師会組織強化担当役員 

連絡協議会 

オンライン会議 杉本 

21 日 医療政策研究会 オンライン会議 岸本 

25 日 医師信用組合理事会 県医師会館 岸本、髙倉 

26 日 浜名区協議会（浜北分科会） なゆた浜北 中川 

27 日 浜松市医療救護対策委員 ハイブリッド方式 廣 

27 日 主治医意見書研修会 オンライン方式 杉本 

3 月 3 日 開放型病院に係る運営会議 浜松赤十字病院 岸本 

4 日 地域包括ケアシステム推進連絡会 

ACP 部会作業チーム（冊子担当） 

会議 

浜松市役所 櫻町 

4 日 定例理事会 医師会会議室 理事、池谷監事、 

髙倉 
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Ⅲ：出張報告 

出 張 復 命 書 

月日 令和 8 年 2 月 12 日（木）出発 令和 8 年 2 月 12 日（木）帰着 

出張場所 zoom 会議 

出張用件 令和 7 年度第２回 浜松市母子保健推進会議 委員会報告 

会
議
の
状
況
等 

Ⅰ 令和７年度上半期 浜松市母子保健事業 事業実績報告 .................... 1 

1. 妊産婦関係 

（1） 妊娠届出数・親子（母子）健康手帳交付・ハイリスク妊婦 ............ 2 

（2） 届出数の週数 .................................................... 3 

（3） 届出数の年齢 .................................................... 3 

（4） 満28 週以降及び産後の発行状況 ................................... 3 

（5） 妊婦健康診査 .................................................... 4 

（6） 新生児聴覚スクリーニング検査 .................................... 5 

（7） 産婦健康診査 .................................................... 5 

（8） 産後ケア事業 .................................................... 6 

（9） 浜松市妊娠糖尿病支援事業 ........................................ 8 

（10） はままつ女性の健康相談 ....................................... 

2. 乳幼児健康診査関係 

（1） 乳幼児健康診査受診率 ........................................... 11 

（2） 1 か月児健康診査 ................................................ 11 

（3） 4 か月児健康診査 ................................................ 12 

（4） 10 か月児健康診査 ............................................... 12 

（5） 1 歳6 か月児健康診査 ............................................ 13 

（6） 3 歳児健康診査.................................................. 15 

（7） 3 歳児健康診査における診察所見の内訳 ............................ 17 

（8） 乳幼児健康診査における保護者の状況 ............................. 17 

3. 訪問指導 

（1） こんにちは赤ちゃん訪問 ......................................... 18 

（2） 妊産婦乳幼児訪問 ............................................... 18 

（3） こんにちはマタニティ訪問事業 ................................... 19 

4. （新）妊婦支援給付事業 ............................................ 20 

5. 予防接種関係 ...................................................... 21 

(1) 定期予防接種及び任意予防接種 ................................... 21 

(2) 子宮頸がん予防の取り組み ....................................... 21 

 



 

9 
 

会
議
の
状
況
等 

6. 医療費助成関係 

(1) 未熟児養育医療費 ................................................ 22 

(2) 自立支援医療費（育成医療） ...................................... 22 

(3) 小児慢性特定疾病医療費 .......................................... 23 

(4) 不妊治療費（先進医療費）助成事業 ................................ 24 

(5) 不育症治療費補助事業 ............................................ 

●遠方分娩取り扱い施設への交通費宿泊費支援 自宅から最寄りの分娩施設まで概ね 60 分以

上の移動時間を要する妊婦 妊婦検診もおよそ 20 人を見込んでいる 

●思春期教室 中学 2 年生 浜松市はほぼ全校の公立中学 

●妊婦関係 ハイリスク妊婦が増加傾向 R5:16.1%   R6 :16.8%   R7;18.5% 

●妊娠中の歯科検診  50％ 増加しない 指導の徹底 

●産後ケアは順調に増えている  R5:33.9%   R6 :36.7%   R7;44.2% 

●乳児検診  10 か月健診が受診率 92-95％  

一か月健診 四か月健診 1 歳 6 か月健診 3 歳児健診は 98%受診 

●1 才 6 か月健診事後者数 毎年 37％ 中でも精神の問題が 9 割 

※事後者とは、1 歳 6 か月健診従事者が支援を要すると判断した児 

●子宮頸がん検診受診率は毎年 13％！ あまりに低すぎる 

●不妊治療費助成事業 助成した半数が妊娠している❣92/181 

 

Ⅱ 令和７年度上半期 浜松市児童福祉事業 事業実績報告 

1. 子育て支援ひろば事業 ................................................ 26 

2．子育て世帯訪問支援事業 ............................................... 27 

(1) はますくヘルパー利用事業 ........................................ 27 

(2) 養育支援ヘルパー利用事業 ........................................ 28 

3. 養育支援訪問事業 ..................................................... 29 

4. 発達支援広場事業（たんぽぽ広場） ..................................... 29 

5. 発達障害者支援センター運営事業（発達相談支援センター「ルピロ」） ...... 30 

6. はますくノート .................... 

●ヤングケアラー家庭が毎年数人あり 

●タンポポ広場 ルピロ  3000^5000 人が利用している 

 

Ⅲ 浜松市産後ケア事業の利用実態調査結果について 

●希望するケアの内容では「授乳ケア」が一番多い 

●利用したサービスは デイサービス（短時間）が一番多く、次いで宿泊型 

●利用しなかった理由 必要を感じなかった 利用料金が高い 手続きが面倒 

   アブリスボ（ファイザー社 母子免疫ワクチン） 
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Ⅳ 産科・精神科・行政等の連携 

●精神科医の多忙のために妊婦や褥婦の緊急の受診ができないために 

浜松の保健師さんがその間を取り持って軌道に乗ってきた 連携ができてきた 

 

Ⅴ ５歳児健康診査事業について . 地域によって 5 歳児健診を始めてゆく 

 

Ⅵ ＨＰＶワクチン接種事業について 

●接種状況 累積接種率  全国：31.5％ 浜松：34.3％  高校一年では 60%接種 

 

Ⅶ ＲＳウイルスワクチン接種事業について 

●令和 8 年 4 月から A 類の定期接種に位置付けると決定  妊娠 28 週から 37 週に至るもの 

 

Ⅷ 令和８年度 母子保健事業の取り組み 

 

 

上記のとおり復命します。 

令和８年 ２月 １２日 

出張者氏名 石井 廣重 
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石井廣重先生が閉院されます（石井第一産科婦人科クリニック・令和 8 年 3 月 31 日） 

 

 

閉院のご挨拶   （やや長文ですのでお時間のある時に読んでください） 

 私は今年の 3 月にて石井第一産科婦人科クリニックを閉院することといたしました。 

① 大学から開業まで 

私は昭和 51 年に順天堂大学を卒業後、すぐに麻酔科医局に入局しました。当時の順天堂の

麻酔科には 3 人の教授がおられ、中でも産科麻酔と小児麻酔の専門家の里吉光子教授は、とに

かく怖かった、厳しかった。私の人生で最も怖かった人です。手術室でも型どうりにしないと

スリッパで「パシッ」とお尻を叩かれたりしました。教授の前では実力の半分も出せない、と

思ったものでした。私は幼いころからどこかいい加減なところがあり、将来産婦人科の医師に

なろうとしていましたが、このいい加減さが「墓穴を掘る」ことにならないか、心配しており

ました。そこで、その根性を鍛えなおしてほしいと敢えて厳しい麻酔科に入りました。毎日が

恐怖との戦いでしたがそこでは「医学は生理的に考える」ことを学びました。 

心臓外科や小児外科（生後数時間の児の手術の麻酔）、脳外科の 20 時間もの麻酔など貴重な経

験をさせていただきました。麻酔の標榜医の資格をとり、そのまま順天堂の大学院に進み、「

脳の性差」や「神経数と臓器数」「陣痛発来機序」の研究をしました。 

大学院を無事卒業し、開業志望でしたので、そのまま臨床に励みました。骨盤位分娩（今では

骨盤位、いわゆる逆子はほぼ 100%帝王切開になりますが、私は聖隷浜松病院でも自院でも 5/6

は経腟分娩をしました。）鉗子分娩（聖隷浜松病院に鉗子を持ち込んだのは私です。）そして

膣式の手術、さらには婦人科では難しい部類に入る子宮頸癌の広範子宮全摘出術を学んで
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1986年の1月から聖隷浜松病院に赴任しました。他大学の先生方との仕事は初めてで、あたか

も心の中では「果し合い」の心境でした。聖隷浜松病院の産婦人科は新潟大学と鳥取大学の関

連病院でその仲間たちはとても優秀で、しかもとても働き者で刺激を受けて仕事に打ち込みま

した。そのお一人はつい最近まで聖隷浜松病院の院長をされ、他の親しい先生は鳥取の癌セン

ターの教授をされておられました。アッという間に 2 年がたち慌てて開業準備に入りました。 

 聖隷浜松病院で意気投合した助産師さん、看護師さんと設計の段階からクリニックのハード

とソフトの面の相談をして作っていきました。設計は公共設計事務所、仕事が終わってほぼ毎

日浜松駅前の設計事務所に通いました。1987 年 11 月 1 日に開業したのですが、初めは患者さ

んが数人、初めの一年は分娩数が 81 でした。とても忙しい日々を過ごしてきた私には患者さ

んの少ない日々がとても苦痛でした。それでも記念すべき最初の赤ちゃんが生まれたのはその

年の12月20日のことでした。その子は今を時めくEXITのリンタローの妹さんです。今でも交

流をしております。 

 3 年目から徐々に分娩が増えてきて 3 年で 350 を超え、5 年で 500 を超えました。その後の

15 年はとても忙しく寝る暇もないほどでした。しかし、なるべく帝王切開をしない、母乳育

児をする、会陰切開もなるべきしないし、会陰の切れるお産はしないを目標に掲げ、分娩取り

扱いしていた25年 総分娩12000例の帝王切開率は8%未満、母乳率は98% 会陰切開は最終的

に2%未満となりました。これが評価されて1994年にはユニセフ・WHOから日本で3番目、開業

医では初めて Baby Friendly Hospital(BFH)に認定されました。30 年たち全国の BFH は 66 か所

ありますが静岡県にはその後、新たな認定はありません。 

 

② 理事会へ 

開業して 7 年目、お産が増え忙しくなってきたときに新たな会長に就任された高倉信孝先生

から「理事になれ」とお電話をいただきました。正直、仕事が忙しくてクリニックを離れられ

ない状態で不安でしたが、折角の機会を与えてくださった会長のお役に立てるなら！と恐る恐

る引き受けました。 

その後、理事 10 年、副会長 2 年を経て退任いたしました。この間、大変なことと言えば医師

会史の編集が二回、公取委が浜北医師会に入ったこと、そして産業廃棄物事件でした。平成 14

年に起きた磐周医師会、磐田医師会の 33 施設もの先生方が被害者であるのに「犯罪者」となっ

た「サカイ商事事件」この時私は副会長であったので浜北医師会に一人もこのような被害者が

出ないよう「産業廃棄物役員会」に人を出すよう坂尾会長に進言し自ら会議に出ることとしま

した。おかげさまで県医師会もこの問題を重視し電子マニフェストも整備されこの役員会はほ

ぼ 100 回の会議をし令和 7 年 12 月で終了となりました。 

理事会を経験するにつれて先輩から医師会の仕事で特に重要なのは①会計と②開業相談委員

会ときつく言われました。お金の問題は絶対にあってはならない、そして会員を守るための開

業相談委員会でなくてはならない、ということです。この委員長も長くさせていただきました。

（H19.4～R2.6） 
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③ 議長への就任 

その後、役を降り仕事に専従する日々が続きましたが、体力の衰えもあり 2012 年 11 月にお

産の取り扱いを中止いたしました。 

翌 2013 年 10 月に母が脳出血で倒れ、自分の中ではこの介護のために出産の取り扱いをやめ

たのだと思われました。約 10 年間の闘病でしたが自分自身としては十分な介護ができたと自負

しております。 

服部先生の議長の下で気楽に過ごしておりましたが、令和 2 年私に議長のお役目が回ってき

ました。これも運命だとお引き受けして 6 年になります。出来の悪い議長でした。 

 

④ 思春期教室 

 院内での仕事以外では中学校の思春期教室があります。日本の性と生殖に関する健康と権利

（Sexual and Reproductive Health and Rights : SRHR）の教育はとても遅れているといわれ

ています。25 年ほど前から少しづつ子供たちの思春期の問題を勉強し主に中学校、養護施設

などで講演をし、更に「思春期保健指導員」の資格を取り、この 20 年は浜松の中学校 50 か所

の内毎年、10 か所の講演を行っています。浜北区の 5 校すべて毎年お話に伺っております。  

 

⑤ 皆様への感謝 

自己紹介のような文になってしまいましたが、こんな私でも長く理事や議長を務めさせてい

ただきました。これもひとえに皆様のおかげ、ご協力のおかげです。開業し 39 年目です。 

多くの方のご支援、ご協力に感謝して筆をおきます。特別に大きな病気もせずにここまで来

られたこと、今後は少しゆっくりと過ごしてまいりたいと考えております。 

どうかこれからもよろしくお願いいたします。 

 

     

石井第一産科婦人科クリニック 石井廣重 
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白井正浩先生が天竜病院を退官されます（令和 8 年 3 月 31 日） 

 

 

このたび、2026 年 3 月をもちまして、国立病院機構 天竜病院院長を定年退職することとな

りました。2021年4月に早川啓史前院長より職責を引き継ぎ、コロナ禍のまさに始まりの時期

から、感染患者受け入れ体制の整備、結核病棟の休床、慢性的な看護師不足など、課題が山積

する中での病院運営となりました。 

そのような状況下でも、浜北医師会ならびに会員の先生方には、常に温かいご理解と力強い

ご支援を賜り、心より御礼申し上げます。とりわけ岸本肇会長からは、折に触れて貴重なご指

摘と助言を頂戴し、地域医療の視点を学びながら、舵取りを続けることができました。 

また、医師会の旅行や各種催しにも参加させていただき、諸先生方と親睦を深められたこと

は、私にとって大きな喜びであり、忘れ難い思い出です。何より、日頃より多くの患者様をご

紹介いただき、地域の診療の流れの中で当院を活かしていただいたことに、深く感謝しており

ます。 

4 月からは中村祐太郎先生へ院長職をバトンタッチいたします。私は今後、木曜日の外来を

中心に抗酸菌診療に携わり、微力ながら地域医療に貢献してまいります。今後とも新体制の国

立病院機構 天竜病院に、変わらぬご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

天竜病院 院長  白井正浩 
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浮海洋史先生が浜松赤十字病院退職に伴い医師会を退会されます（令和 8 年 3 月 31 日） 

 

浜北医師会の先生方ならびに事務局の皆さま 

 

約 17 年にわたり大変お世話になりました。 

この度、令和 8 年 3 月末をもちまして浜松赤十字病院を退職し、今後は金指にある宮田内科

循環器医院に勤務することとなりました。これに伴い浜北医師会を退会いたしますが、引き続

き引佐郡医師会に所属し、微力ながら浜名区の医療に携わってまいります。今後ともご指導ご

鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

これまで、患者様のご紹介・逆紹介のみならず、防災訓練や新興感染症を想定した訓練など、

さまざまな場面で先生方とご一緒させていただきました。適度な規模で「顔の見える関係」が

築かれている医師会であり、加えて先生方のお人柄にも支えられ、大変有意義な時間を過ごす

ことができました。今春からは、より小規模な医師会での活動となりますが、これまでの経験

を活かし、努めてまいりたいと存じます。 

また、浜北医師会事務局の皆さまにも心より感謝申し上げます。医師会の業務が円滑に進む

のは、皆さまの日頃のご尽力の賜物と存じます。納涼祭をはじめとしたさまざまなレクリエー

ションでも楽しい時間を過ごさせていただきました。 

末筆ながら、先生方ならびに事務局の皆さまのご健勝とさらなるご活躍をお祈り申し上げま

す。 

これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

浮海洋史 
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＜勉強会＞   

令和８年４月１５日（水）午後７時１５分～９時００分  

※ライブ配信（要事前申込）及び浜松市浜北医師会会議室 

司会 池谷真苗 先生 
講演「皮膚疾患と全身疾患の関わり 

～尋常性乾癬とアトピー性皮膚炎を中心に～」 

講師：浜松医科大学皮膚科学講座 助教  福地健祐 先生 

生涯教育取得単位：１．５  カリキュラムコード：26 

（共催 マルホ株式会社） 

                                

令和８年５月２０日（水）午後７時３０分～９時００分  

※ライブ配信（要事前申込）及び浜松市浜北医師会会議室 

司会 川合弘太郎 先生 
講演「慢性腎臓病患者におけるワクチン戦略 

～肺炎球菌ワクチンを中心とした日常診療の実践～」 

講師：浜松医科大学医学部附属病院腎臓内科講師 藤倉知行 先生 

生涯教育取得単位：１．５  カリキュラムコード：11 

（共催 MSD 株式会社） 

                                

 

＜胃がん検診精度管理研修会＞ 

令和８年３月２７日（金）午後７時３０分～９時 

※ライブ配信（要事前申込）及び浜松市浜北医師会会議室 

講師 浜松市がん検診事業検討会委員・浜松市医師会副会長 

幸田クリニック 院長 幸田隆彦先生 

生涯教育取得単位：１．５  カリキュラムコード：11 

 

お 知 ら せ  

16 
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＜令和８度浜松市浜北医師会定時総会＞ 

令和８年６月１３日（土）午後５時３０分～  

於：浜松市浜北医師会会議室 

議事 (１) 令和７年度浜松市浜北医師会収入支出決算の承認について 

 (２) 役員等の選任について 

 (３) その他 

  

報告 (１) 令和７年度浜松市浜北医師会事業報告について 

 (２) 令和８年度浜松市浜北医師会事業計画について 

 (３) 令和８年度浜松市浜北医師会収入支出予算について 

 

＊＊＊ 必ずご出席ください。 ＊＊＊ 

                                 

 

 

 

 

 

＜医師会ゴルフコンペ＞ 

 

 令和８年３月８日（日）葛城ゴルフ俱楽部 宇刈コース 
    

優勝  杉山栄治 先生 
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◇浜松市浜北医師会二次読影精度管理委員会  

 

  (結核肺がん検診) 

  ２月  ４日(水)  於：浜北医師会読影室       白井 

     １６日(月)  於：浜北医師会読影室       藤田（天竜病院） 

１８日(水)  於：浜北医師会読影室       佐藤（浜松赤十字病院） 

     ２４日(火)  於：浜北医師会読影室         岸本（祐） 

     

 

      

  

 (胃がん検診） 

２月  ２日(月)  於：浜北医師会読影室        伊藤（浜松赤十字病院） 

５日(木)  於：浜北医師会読影室       河合（隆）／澤柳 

１０日(火)  於：浜北医師会読影室        吉田（賢） 

１３日(金)  於：浜北医師会読影室        金子（望） 

          １７日(火)  於：浜北医師会読影室       鈴木（崇） 

１９日(木)  於：浜北医師会読影室       櫻町 

２４日(火)  於：浜北医師会読影室       上野山（あたご診療所） 

２６日(木)  於：浜北医師会読影室       井坂（十全記念病院） 

  

            

 

 

 (乳がん検診) 

２月  ４日(水)   於：浜北医師会読影室          池谷 

１２日(木)   於：浜北医師会読影室        三橋 

１９日(木)   於：浜北医師会読影室       杤久保(とちくぼ乳腺ｸﾘﾆｯｸ) 

２７日(金)   於：浜北医師会読影室        清野 
 
 
 
 
 

◎二次読影日の変更について  

二次読影は、期限内にご提出いただいた場合でも、一次読影医師と二次読影医師が重な

ったり、読影医師の都合により日程を変更させていただくことがあります。 
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◎予防接種・各種個別検診等の委託料の請求について（お願い） 

 

令和 7 年度実施の予防接種・個別検診の提出締切は、 

4 月 6 日（月）です 

年度末の業務多忙な時期ではありますが、提出期日に間に合う様

ご提出ください。 

 

なお、通常月は下記の期限までに医師会へ提出をお願いします。 

各種予防接種・ 各種個別検診 ： 毎月 10 日まで 

 

 

 

 

◎がん検診二次読影の最終提出締切について 

 

 肺がん      ：３月１９日（木）午後５時まで 

胃がん（透視）  ：３月１９日（木）午後５時まで 

胃がん（カメラ） ：３月２４日（火）午後５時まで 

乳がん      ：３月２４日（火）午後５時まで 
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◇令和８年３月・４月当番医表  

 

月 日 日・祝 当  番  医 

３ 

1 日 ひかり在宅医療クリニック浜北院 やまとだに耳鼻咽喉科 

8 日 野田内科循環器科医院 十全記念病院 

15 日 いで内科・呼吸器内科クリニック 中川クリニック 

20 祝 ひらの内科・泌尿器科クリニック 河合クリニック 

22 日 さつきの森クリニック 高倉クリニック 

29 日 もがみ内科クリニック ことみレディースクリニック 

４ 

5 日 北斗わかば病院 花の木眼科 

12 日 たむら内科クリニック さわ消化器内視鏡クリニック 

19 日 きらりタウンかわい内科医院 岡田整形外科 

26 日 すこやかこころのクリニック かずえ皮膚科クリニック 

29 祝 ハーモニーファミリークリニック キブネ眼科医院 

  

◇令和８年２月 休･祝日時間外受診者報告 

 

 浜松市民（人） 他市民（人） 

休･祝日 539 125 

時間外 193 10 

計 732 135 

 ＊市へ報告する都合上、提出期限（毎月５日）は厳守してください。 

 

◇現在の会員数 （令和８年３月１日現在） 

 

A 会員  ５４名 

A´会員  １３名 

B 会員  ５５名 

合計 １２２名 
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 浜松市美術館は来年度開館 55 周年とのことで、島根県の足立美術館を始め、様々な展示

会が予定されています。ご興味のある方はぜひ行かれてはいかがでしょうか。 
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◎日本医師会 FAX ニュース URL について 

【日医 FAX ニュース】URL 

https://www.med.or.jp/japanese/members/news/netnews/n_index.html 

※閲覧には ID とパスワードが必要です。 
 
 

◎「会員のひろば」について 

 会報内「会員のひろば」への記事掲載について、会員の皆様から広く募集しています。

写真、絵画、エッセイ、俳句・・などなど、ぜひご投稿をお願いします。 

 

    

◎非通知の着信拒否について 

 医師会事務局の電話について、不審者からの着信が度々あることから、「番号非通知の着

信について、着信を拒否」する設定にしております。 

 医師会事務局に電話を掛ける際はご注意くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

◎医師会事業に対する要望の募集について 

会員からの意見を反映させることを目的に、医師会事業に対する要望（新規事業の提

案、または中止希望の事業）を募集しております。ご提案のある方は事務局までご連絡

ください。 

なお、予算立案の都合上、来年度の事業に反映させるためには、原則毎年 8 月末まで

にご提案くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 
 
 

 

 

事務局からのお知らせ 
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浜松市感染症発生動向調査（2026 年第 10 週） 
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全数把握感染症報告数（浜松市）2026 年 3 月 11 日現在 

 

 

詳細や過去データは浜松市感染症情報センターに掲載されています 

 https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/hokanken/idwr/index.html 
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発災直後会員の先生にお願いすること 
 

１． 浜松市内で震度６弱が観測されたら市から安否確

認システムメールが送られてくるので、回答する 

２． 回答を終えたら、医師会から要請メールが来るま

で待機（持ち物準備：ベスト・ヘルメット・水・

診療に必要なもの・筆記用具等） 

３． 要請メールがきたら、必要なものを持って日赤 

2 階研修ホールに行く 

◎浜名区内（浜北）の救護所は浜松赤十字病院です 

＜救護所＞トリアージ２名・診療２名・処置２名 

※各地区の救護所は、必要に応じて開設いたします。 

     ※応急救護所のトリアージは START 法で行います。 

会員の先生方の診療・処置は緑ブースの患者のみです。 

（トリアージで黄・赤タグの患者は浜松赤十字病院内に搬送します） 

  

参集については、安否確認システムの 

指示に従ってください。 
 

～会員の先生方の回答がたいへん重要になります。 

回答へのご協力お願いいたします～ 
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